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        退化した問題に対する伊理一今井法の収束性について




              minimize o㌦一〇〇， subject toκ∈P，
 （1）       P＝1κ∈”1〃ガろ≧O｝，
              λ＝［α、，．．．，α。1∈”xm，κ，0∈”，ろ∈児m
を解くために，それに対する乗法的罰金関数凡。。（κ）を次のように定義した：
                       （0士κ一C。）m＋’ （2）           凡。。（κ）＝。
                       π（砿κ一肌）
                       尾＝1
この関数は，
  （i）凡。。（κ）→Oたらば，最適解の集合Xとκの距離はOに近づく；
  （ii）凡。。（κ）はごく一般的な仮定のもとで，狭義凸関数である
という良い性質を持つ．彼らはこの関数を最小化するために探索方向をNewton法で求めて，その方向
に正確た直線探索を行なうことを試みた．＾。。（κ）のHesse行列は最適解において存在しないので，
